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研究成果の概要（和文）：　本研究では、乳がん検診対象年齢の女性における乳がん検診に対する選好とその多
様性について検討を行った。FGI調査を通じて選択した5属性：「検診を受けるまでの待ち期間」、「検診を受け
るためにかかる合計時間」、「検診を担当するスタッフの性別」、「がんがある時にがんが正しく見つかる確
率」、「検診を受けるためにかかる合計費用」について、選択型実験にて各属性の評価傾向を検討した。その結
果、いずれの属性についても、係数は有意で妥当な符号の係数が推定された。また、一部の属性には、選好の程
度に個人間でばらつきがあることが示唆され、がん検診への評価の違いにあわせた具体的な働きかけが有効であ
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study has explored the preferences on breast cancer screening among 
women in the target age group, and whether their preferences are heterogeneous.
We implemented two focus group interviews to determine the following five attributes, that is, “
waiting period until the day of screening”, “total time needed to complete on the day of 
screening”, “the gender of the staff”, “the probability that cancer is found correctly”, “
total financial cost” are relevant when making decisions.  These five attributes were included in 
the discrete choice experiment.
The empirical results show that coefficient for each of the attributes is statistically significant 
in the direction predicted by the theory, and that some attributes have heterogeneous coefficients. 
We believe that individualized or group-based approach is effective for the promotion of cancer 
screening.

研究分野：健康社会学

キーワード： 選択型実験　乳がん検診　選好

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本人の乳がんは、欧米と比較するとその
割合は相対的に低いものの、罹患率・死亡率
ともに増加傾向にある。しかし、日本では乳
がん検診受診率は低い水準で推移している。
がん検診などの保健医療サービスの受けや
すさには、人々の選好（意思決定の好み）が
影響することが報告されている。表明選好法
はアンケート調査などを利用して、仮想的な
選択肢に対する表明データから対象者の選
好を明らかにする方法であり、医療経済学を
はじめ保健医療に関する広い領域で用いら
れている。表明選好法では、従来、分析モデ
ルとして条件付きロジットモデルがしばし
ば用いられてきた。人々の保健医療サービス
への選好には個人間で多様性があることが
指摘されているが、条件付きロジットモデル
は選好を個人間で均一と仮定するモデルで
あることから選好の多様性を把握すること
はできない。近年、選好の多様性を考慮した
ランダムパラメータモデルなどの分析モデ
ルが実証研究に適用されつつある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、乳がん検診の選好について表
明選好法の1つである選択型実験を用いて明
らかにすることを目的とする。なお、検診に
関する各属性への選好の多様性（個人差）を
検討できるランダムパラメータモデルを用
いて分析を行う。また、選択型実験では、研
究結果の妥当性を高めるために2段階で調査
を実施することが標準的な方法である：①調
査集団からの少人数に対してフォーカスグ
ループインタビュー（FGI）調査を実施して、
調査対象集団が選好する評価対象（ここでは
検診）を構成する属性（ここでは検診を特徴
づける各項目）を検討する、②FGI 調査の結
果を踏まえて、選好の高い属性（項目）を組
み合わせて仮想の評価対象（検診）を設定し、
質問紙調査を実施する。よって、本研究にお
いても、2 段階での調査を実施した。本研究
では日本において罹患率が高い 40 歳代女性
を対象として、乳がん検診の選好について検
討することを目的とする。 
 
(1) FGI 調査 
本研究では 2段階で実施する調査の 1段階
目調査として FGI 調査を実施し、対象者が、
①乳がん検診に関してどのような属性を評
価しているか、②特に高く評価している属性
はどのような属性であるか、を検討すること
を目的とした。 
 
(2) 質問紙調査（WEB 調査） 
本研究では 1段階目の調査である FGI調査
の結果を踏まえ、2 段階目の調査としてイン
ターネットによる自記式質問紙調査を実施
し、①乳がん検診に関する各属性の評価傾向、
②検診に対する個人の選好の多様性につい
て検討することを目的とした。 

３．研究の方法 
(1) FGI 調査 
対象者は東京都在住の一般住民のうち、40
歳代女性の乳がん非経験者を対象とした。2
グループ（無職者グループ 6人、有職者グル
ープ6人）に対しFGI調査を各1回実施した。 
調査内容は、個人属性・特性の他、FGI 時
に、乳がん検診内容リスト（乳がん検診にお
いて受診対象者が重視すると考えられてい
る属性と水準について先行研究より作成し
たリスト）を配布し、属性や水準の過不足・
設定や属性の重要性の順についての評価を
得た。 
 
(2) 質問紙調査（WEB 調査） 
FGI 調査の結果を踏まえて調査票を作成し、
2 段階目の調査として質問紙調査を実施した。
本調査における調査対象は 40 歳代女性で乳
がん非経験者とした。なお、対象者の年齢や
居住地は人口統計に基づいてサンプリング
を行った。また、選択型実験で仮想的な乳が
ん検診を構成する属性は、最終的に「検診を
受けるまでの待ち期間」、「検診を受けるため
にかかる合計時間」、「検診を担当するスタッ
フの性別」、「がんがある時にがんが正しく見
つかる確率」、「検診を受けるためにかかる合
計費用」とした。乳がん検診に関する 5属性
からなる仮想的な検診を 2つ 1組として提示
し、どちらの検診であれば受けようと思うか
を尋ねた。検診属性を独立変数、いずれかの
検診を受ける・受けない、の選択を従属変数
として、条件付きロジットモデルおよび、ラ
ンダムパラメータロジットモデルによりパ
ラメータを推定し、2 つのモデルの結果を比
較した。ランダムパラメータロジットモデル
においては、各属性パラメータがランダムか
どうか事前に判断することができないため、
費用以外のパラメータがランダムであると
仮定したモデルの分析を行った。その他の調
査項目として、年齢、婚姻状況、同居家族、
職業、学歴、乳がん家族歴、健康状態の自己
評価、乳がん検診の認知度、乳がんに関する
リスク認知、乳がん検診の受診経験、乳がん
や乳がん検診に関する知識、乳がん検診情報
へのアクセスなどについて尋ねた。 
 
４．研究成果 
(1) FGI 調査 
属性の重要性は高いものから順に、無職者
グループでは「がんのある人が検査で陽性
（異常）と判定される確率（感度）」、「検診
を勧められる方法」、「予約の待ち時間」であ
った。有職者グループでは「がんである人が
検査で陽性（異常）と判定される確率（感度）」、
「不要な精密検査を受ける確率（偽陽性率）」、
「検診で乳がんが見逃される確率（偽陰性
率）」が同率で最も高く評価され、「予約のと
りやすさ」が続いた。 
予約に関する属性に関しては、予約がすぐ
に取れない現状、実際に検診を受けるまでの



プロセスの複雑さなどの意見より「予約のと
りやすさ」をリストに追加した。水準につい
ては、検診の精度に関する属性について、確
率情報としてトレードオフにかかり得る水
準設定に関する意見があった。 
就業状態の異なる 2 グループに対して FGI
調査を実施した結果、両グループにおいて重
要性が高い属性として、検査の精度や、検診
の予約に関する属性が挙がり、先行研究と同
様の傾向がみられた。 

 
(2) 質問紙調査（WEB 調査） 
対象者はそれぞれ6問の選択型実験に回答
したことから、理論上のサンプルは 1063×
12=12756 である。しかし、このうち選択型実
験の回答について「どちらも好ましくない」
を選択したサンプルなどは分析から除外さ
れた。最終的な有効回答数は5814であった。 
平均年齢±SD は 44.2±2.8 歳であった。乳
がん検診の認知度については、「内容はだい
たい知っている」、「内容および利益・不利益

などもだいたい知っている」、「内容および利
益・不利益などもよく知っている」との回答
は全体の 92%であった。将来自分自身が乳が
んにかかるかもしれないというリスク認知
の程度は、主観的認知については「きっとか
からない」と「多分かからない」が 17%、「か
かるかもしれない」と「きっとかかる」が 32%、
同年代に人と比べた場合の相対的認知が、他
の女性より「かなり低い」と「やや低い」が
18%、「やや高い」と「かなり高い」が 18%で
あった。乳がん検診の経験についてはマンモ
グラフィ検診を1回以上受けた経験がある人
が 70%、超音波検査を 1 回以上受けたことが
ある人が 59%であった。 
 乳がん検診について設定した 5つの属性：
「検診を受けるまでの待ち期間」、「検診を受
けるためにかかる合計時間」、「検診を受ける
ためにかかる合計費用」は係数の符号がマイ
ナス、「検診を担当するスタッフの性別（女
性）」、「がんがある時にがんが正しく見つか
る確率」は係数の符号がプラスであり、妥当
な符号の係数が推定された。全体の説明力を
示す疑似 R2の値は 0.33 であった。 
ランダムパラメータロジットモデルを用
いた分析では、検討した全ての属性の係数に
対する検定は有意であり、当初予想した係数
の符号の向きと同様の傾向であった。また、
「検診を受けるまでの待ち期間」、「検診を担
当するスタッフの性別（女性）」、「がんがあ
る時にがんが正しく見つかる確率」の標準偏
差は有意であり、ランダムパラメータと考え
られた。さらに、乳がんに関する主観的リス
ク認知について、低群と高群との 2群に分け
て分析を行ったところ、主観的リスク認知低
群では、高群で有意であった「検診を受ける
までの待ち期間」の係数が有意とはならなか
った。 
上記より、今回の調査対象者は、平均的に
は「検診を受けるまでの待ち期間」が短いほ
ど効用が上がり、「検診を担当するスタッフ
の性別」が女性であるほど、「がんがある時
にがんが正しく見つかる確率」が高いほど効
用が上がる傾向がある一方で、その選好の程
度には個人間でばらつきがあることを示し
ている。ランダムパラメータロジットモデル
と条件付きロジットモデルの両モデルにお
いて各係数が有意になっているかどうかを
比較したところ、いずれの属性の係数も両モ
デルで有意であった。また、対数尤度の値は
ランダムパラメータロジットモデルにおい
てより高い値であった。 
以上より、がん検診に関する「検診を受け
るまでの待ち期間」、「検診を担当するスタッ
フの性別（女性）」「がんがある時にがんが正
しく見つかる確率」のような属性に対する
人々の選好には多様性が存在する可能性が
示された。モデルの適合度は、条件付きロジ
ットモデルに比べランダムパラメータロジ
ットモデルでやや高い傾向がみられたこと
から、パラメータに対する制約を緩和するこ



とでモデルの当てはまりが改善された可能
性がある。推定モデルの改善を行っていくこ
とが今後の課題として明らかとなった。 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔学会発表〕（計 1件） 
田口良子、齊藤光江「乳がん検診の属性の重
要性の評価：FGI 調査による検討」、2016 年
6 月 17 日、第 24 回日本乳癌学会学術総会、
東京ビッグサイト（東京都） 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 田口 良子（TAGUCHI, Ryoko） 
順天堂大学・医学部・助教 
 研究者番号：00573726 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


